
一

　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
平
成
二
十
六
年
十
二
月
六
日
に
相
愛
大
学
に
て
開
催
せ
ら
れ

た
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
真
言
密
教
と
釈
教

歌　

―
勅
撰
集
釈
教
部
の
用
例
の
検
討
か
ら
―
」
で
配
布
し
た
用
例
集

に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
拾
遺
集
に
始
ま
る
勅
撰
和
歌

集
釈
教
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
の
題
材
と
し
て
は
、
法
華
三
部
経
や

浄
土
教
な
ど
、天
台
教
学
に
由
来
す
る
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
、
平
安
仏
教
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
真
言
密
教
（
東
密
）
を

題
材
と
し
た
歌
は
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
歌
の
内
容

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
の
が
、
発
表
を
行
っ
た
直
接
の

動
機
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
真
言
密
教
系
釈
教
歌
の
分
類
基
準
と
し
て

「
教
義
」「
修
法
」「
高
野
山
、
弘
法
大
師
信
仰
」「
東
密
関
係
者
」
と
い

う
も
の
を
私
に
用
い
た
上
で
一
覧
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
口
頭
発
表
の

際
に
は
根
拠
説
明
は
簡
略
な
も
の
に
留
め
た
が
、
本
稿
で
は
す
べ
て
の

用
例
に
つ
い
て
真
言
密
教
と
の
関
わ
り
を
明
示
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　

（
凡
例
）

１
、�

勅
撰
集
（
後
拾
遺
集
か
ら
新
続
古
今
集
ま
で
）
及
び
新
葉
集
の
本

文
に
つ
い
て
は
、
新
編
国
歌
大
観
第
一
巻
所
収
の
も
の
を
使
用
し

た
。

２
、�

用
例
収
集
に
際
し
て
は
、
以
下
の
ご
と
き
分
類
基
準
を
私
に
用
い

た
。

　
ａ
…�

教
義
関
連
（
教
相
、
す
な
わ
ち
経
典
や
教
理
の
他
、
真
言
密
教

そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
も
の
な
ど
）

　

ｂ
…�

修
法
関
連
（
事
相
、
す
な
わ
ち
具
体
的
な
修
法
や
月
輪
観
な
ど

の
観
法
、
ま
た
伝
授
な
ど
）

　
ｃ
…
高
野
山
、
大
師
信
仰
関
連

　

ｄ
…
そ
の
他
（
お
も
に
東
密
関
係
者
の
詠
ん
だ
歌
を
採
り
上
げ
た
）

　
　

→�
寂
蓮
や
西
行
、
真
観
な
ど
と
い
っ
た
、
法
流
が
明
確
で
な
い
歌

人
に
つ
い
て
は
東
密
と
の
関
わ
り
が
明
確
で
あ
る
歌
の
み
を
対

象
と
し
た
。

３
、�

密
教
に
は
東
密
（
真
言
密
教
）
以
外
に
台
密
（
山
門
、
寺
門
）
も

　
勅
撰
集
及
び
新
葉
集
釈
教
部
に
お
け
る
真
言
密
教
関
連
詠
の
一
覧

但
馬
貴
則



二

存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
東
密
か
ら
の
影
響
が
は
っ
き
り
と
認
め

ら
れ
る
台
密
詠
も
一
覧
に
含
め
た
。

４
、��
お
も
な
参
考
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
順
不
同
）。

　

①
密
教
大
辞
典
（
縮
刷
版　

法
蔵
館
）

　

②
密
教
辞
典
（
法
蔵
館
）

　

③
和
歌
大
辞
典
（
明
治
書
院
）

　

④�

勅
撰
集
作
者
部
類
（
國
學
院
編　

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

よ
り
）

　

⑤�

昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経　

宗
典
部
第
二
巻
『
真
言
宗
聖
典
』（
大

法
輪
閣
）

　
　

→�

引
用
に
際
し
て
は
所
収
資
料
ご
と
に
附
せ
ら
れ
て
い
る
頁
番
号

を
用
い
た
。

　

⑥
新
国
訳
大
蔵
経　

密
教
部
１
『
大
日
経
』（
大
蔵
出
版
）

　
　

→
頁
番
号
に
つ
い
て
は
⑤
と
同
様
。

　

⑦
講
談
社
学
術
文
庫
『
密
教
経
典
』（
宮
坂
宥
勝
訳
注
）

　

⑧
釈
教
歌
の
研
究
（
石
原
清
志
著　

同
朋
舎
出
版
）

　

⑨
山
田
昭
全
著
作
集　

第
三
巻
『
釈
教
歌
の
展
開
』（
お
う
ふ
う
）

　

⑩
同　

第
四
巻
『
西
行
の
和
歌
と
仏
教
』

　

⑪�

密
教
・
自
心
の
探
求　

―
『
菩
提
心
論
』
を
読
む
（
生
井
智
紹
著

大
法
輪
閣
）

　

⑫
真
言
密
教　

阿
字
観
瞑
想
入
門
（
山
崎
泰
廣
著　

春
秋
社
）

　

⑬
密
教
概
論
（
高
神
覚
昇
著　

大
法
輪
閣
）

５
、�

歌
及
び
詞
書
に
明
確
な
根
拠
が
あ
る
場
合
は
そ
の
箇
所
を
太
字
で

示
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
著
名
歌
人
の
場
合
を
除
い
て
、
＊

を
附
し
た
上
で
根
拠
を
記
し
た
。

６
、�

資
料
か
ら
の
引
用
に
際
し
、
異
体
字
や
省
文
に
つ
い
て
は
通
行
の

も
の
に
改
め
た
。

　
　

用
例
一
覧

ａ
、
教
義
関
連
の
例

詞
花　

四
一
二

　
　

即
身
成
仏
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る�

読
人
不
知

　

�

露
の
み
の
き
え
て
ほ
と
け
に
な
る
こ
と
は
つ
と
め
て
の
ち
ぞ
し
る
べ

か
り
け
る

　

＊�

術
語
「
即
身
成
仏
」
は
『
菩
提
心
論
』
を
典
拠
と
し
て
弘
法
大
師

が
用
い
た
も
の
で
あ
る
（
①　

一
四
〇
三
頁
の
「
即
身
成
仏
」
の

項
を
参
照
）。

続
古
今　

七
六
〇

　
　

�

大
日
経
の
十
縁
生
句
を
歌
に
よ
み
侍
り
け
る
に
、
水
月
を

�

光
俊
朝
臣

　
�

う
き
か
げ
は
や
ど
り
も
は
て
じ
あ
し
が
も
の
さ
わ
ぐ
い
り
え
の
秋
の

よ
の
つ
き

　

＊�
安
井
久
善
『
藤
原
光
俊
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
真
観
は
出
家
の
際

に
一
時
高
野
山
に
住
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
葉
室
家
の
菩
提

寺
た
る
「
葉
室
山
浄
住
寺
」
は
、は
じ
め
山
門
（
円
仁
）
系
で
あ
っ

た
も
の
の
、
真
観
の
時
代
に
は
真
言
律
宗
（
叡
尊
）
系
と
な
っ
て



三

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
六
二
～
六
五
、七
一
～
七
二
頁
）。
た

だ
し
真
観
の
法
流
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。

新
後
撰　

六
四
〇

　
　

大
日
経
を　
　
　
　
　
　

前
中
納
言
為
方�（
出
家
後
の
法
流
不
明
）

　

�

し
な
じ
な
に
か
は
る
こ
こ
ろ
の
色
も
み
な
は
て
は
ひ
と
つ
の
ち
か
ひ

な
り
け
り

六
四
二

　
　

父
母
所
生
身
即
証
大
覚
位
の
こ
こ
ろ
を�

�

法
印
覚
源
（
東
寺
長
者
）

　

�

た
れ
ゆ
ゑ
に
こ
の
た
び
か
か
る
身
を
う
け
て
又
あ
り
が
た
き
法
に
あ

ふ
ら
ん

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
覚
源
」
の
項
（
二
一
七
頁
）
を
参
照
。

　
　

��

詞
書
は
『
菩
提
心
論
』
末
尾
の
菩
提
心
へ
の
讃
に
拠
る
（
⑤　

九

頁
及
び
⑪　

一
八
〇
頁
を
参
照
）。

六
四
四

　
　

密
厳
世
界�

前
大
僧
正
隆
弁
（
台
密
）

　

ま
よ
ひ
し
も
一
国
ぞ
と
さ
と
る
な
る
ま
こ
と
の
み
ち
の
お
く
ぞ
床
し
き

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
③
の
一
〇
五
九
頁
を
参
照
。
術
語「
密
厳
世
界
」

は
空
海
請
来
の
『
大
乗
密
厳
経
』（
①　

二
一
〇
七
頁
の
「
密
厳

仏
国
」
の
項
を
参
照
）
に
見
え
る
。

続
千
載　

九
二
七
（
後
宇
多
院
御
製
）

　
　

十
住
心
論
の
開
内
庫
授
宝

　

�

さ
と
り
い
る
十
の
心
の
ひ
ら
け
て
ぞ
お
も
ひ
の
ま
ま
に
よ
は
す
く
ひ

け
る

　

＊�

詞
書
の
「
開
内
庫
授
宝
」
に
該
当
す
る
記
述
が
、『
秘
密
曼
荼
羅

十
住
心
論
』
の
略
本
た
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
二
箇
所
存
在
す
る

（
⑤　

二
、四
頁
を
参
照
）。

九
三
三

　
　

然
此
自
証
三
菩
提
過
一
切
心
地
を�

前
大
僧
正
公
澄
（
台
密
）

　

み
か
月
の
雲
井
に
た
か
く
出
で
ぬ
れ
ば
霞
も
霧
も
た
ち
ぞ
へ
だ
て
ぬ

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
③
の
「
公
澄
」
の
項
（
三
〇
六
頁
）
を
参
照
。

詞
書
が
東
密
の
用
い
る
二
十
巻
本
『
大
日
経
疏
』
巻
一
冒
頭
の
住

心
品
へ
の
解
説
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
採
り
上
げ
た
（
⑤　

二

頁
及
び
⑦　

一
八
二
～
一
八
五
頁
）
が
、
台
密
の
用
い
る
『
大
日

経
義
釈
』
と
同
一
本
文
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

九
三
九

　
　

有
空
不
二
の
心
を�

法
印
道
我
（
東
寺
二
の
長
者
）

　

��

む
な
し
と
も
あ
り
と
も
い
は
じ
い
ま
さ
ら
に
誠
の
法
の
ふ
た
つ
な
け

れ
ば

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
道
我
」
の
項
（
二
三
四
五
頁
）
を
参

照
。
詞
書
の
「
有
空
不
二
」
は
『
大
日
経
疏
』
巻
二
に
見
え
る

（
⑤　

一
〇
四
頁
）。

九
八
八

　
　

�
真
言
の
教
相
尋
ね
き
き
て
後
、
こ
と
葉
は
聞
き
し
に
か
は
ら
で
、

心
い
と
ふ
か
き
よ
し
申
し
て
侍
り
け
る
人
の
返
事
に

�

前
大
僧
正
道
宝
（
東
寺
長
者
）



四

　
�

ふ
か
し
と
も
お
も
ひ
な
は
て
そ
法
の
水
そ
の
み
な
も
と
は
く
み
も
つ

く
さ
じ

　

＊�
作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
道
宝
」
の
項
（
一
六
六
七
頁
）
を
参
照
。

一
〇
一
〇
（
一
〇
〇
九
番
以
降
三
首
「
釈
教
の
心
を
」
と
あ
り
）

�

前
大
僧
正
禅
助

　

�

さ
と
る
べ
き
道
も
心
の
う
ち
な
れ
ば
よ
そ
に
な
し
て
は
い
か
が
ま
よ

は
ん

　

＊�

上
の
句
が『
般
若
心
経
秘
鍵
』冒
頭
部
分
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
（
⑤　

一
頁
を
参
照
）。

風
雅　

二
〇
七
一

　
　

釈
教
御
歌
の
中
に�

後
宇
多
院
御
歌

　

�

そ
の
ま
ま
に
た
え
ま
を
し
る
は
ま
こ
と
あ
る
三
国
つ
た
は
る
こ
と
ば

な
り
け
り

　

＊�『
中
世
の
文
学　

風
雅
和
歌
集
』（
三
弥
井
書
店
）
の
頭
註
で
は
二

句
に
つ
い
て
「
だ
る
ま
」
か
と
す
る
（
三
八
八
頁
）
が
、
そ
の
場

合
、初
句
と
二
句
は
「
即
身
成
仏
」
を
、三
句
以
降
は
「
真
言
密
教
」

を
指
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

新
千
載　

八
二
九

　
　

菩
提
心
即
是
白
浄
信
心
義
也�

権
僧
正
道
我

　

三
芳
野
の
雲
を
花
ぞ
と
聞
き
し
よ
り
外
に
う
つ
ら
ぬ
わ
が
心
か
な

　

＊�

詞
書
は
『
大
日
経
疏
』
巻
第
一
に
見
え
る
（
⑤　

三
三
頁
を
参
照
）。

ま
た
「
白
浄
信
心
」
は
①
の
一
八
八
一
頁
に
も
説
明
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

八
三
六

　
　

千
首
歌
よ
ま
せ
給
う
け
る
に
、
鏡
像
を�

�

後
宇
多
院
御
製

　

�

ま
す
鏡
う
つ
れ
る
影
を
そ
の
ま
ま
に
あ
り
と
み
る
こ
そ
ま
こ
と
な
り

け
れ

　

＊�『
即
身
成
仏
義
』
の
「
六
大
（
識
大
）」
を
詠
ん
だ
も
の
と
解
し

た
（
①　

二
三
二
一
～
二
三
二
三
頁
の
「
六
大
体
大
」
の
項
及
び

⑤　

二
～
六
、
⑬　

六
六
～
八
五
頁
を
参
照
）。

八
六
三

　
　

千
首
歌
よ
ま
せ
給
う
け
る
に�

後
宇
多
院
御
製

　

水
の
面
に
う
つ
れ
る
月
の
光
こ
そ
み
る
に
は
見
え
て
と
れ
ば
と
ら
れ
ぬ

　

＊�『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
水
月
喩
」
か
（
⑥　

一
三
頁
及
び

⑦　

九
八
～
一
〇
〇
頁
を
参
照
）。

新
拾
遺　

一
五
〇
四

　
　

十
住
心
の
中
に
、
覚
心
不
生
心
の
こ
こ
ろ
を�

法
印
守
遍
（
台
密
）

　

跡
も
な
き
室
の
や
し
ま
の
夕
煙
な
び
く
と
み
し
や
ま
よ
ひ
な
る
ら
ん

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
③
の
四
七
六
頁
を
参
照
。
台
密
に
よ
る
『
十
住

心
論
』
の
享
受
は
安
然
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
①　

五
一

～
五
二
頁
の
「
安
然
」
の
項
な
ど
を
参
照
）。

新
葉　

六
二
二

　
　

千
首
歌
よ
ま
せ
給
け
る
時
、
大
日
を�

御
製
（
長
慶
帝
）

　

�

六
の
ち
り
あ
ま
ね
く
て
ら
す
光
こ
そ
三
世
に
つ
ね
な
る
さ
と
り
な
り

け
れ

　

＊�

長
慶
帝
に
つ
い
て
は
、③
の「
長
慶
天
皇
」の
項（
六
七
八
頁
）に「
嵯



五

峨
大
覚
寺
に
お
い
て
崩
御
」
と
あ
る
他
、
高
野
山
に
「
長
慶
院

御
願
文
」
が
残
さ
れ
て
も
い
る
（『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
一
一
二

号　

一
〇
頁
を
参
照
）。

ｂ
、
修
法
関
連

後
拾
遺　

一
一
八
八

　
　

月
輪
観
を
よ
め
る�

僧
都
覚
超
（
台
密
）

　

�

月
の
わ
に
心
を
か
け
し
ゆ
ふ
べ
よ
り
よ
ろ
づ
の
こ
と
を
ゆ
め
と
み
る

か
な

　

＊�

月
輪
観
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
『
菩
提
心
論
』
が
特
に
東
密
に

お
い
て
重
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
①　

二
〇
五
二
頁
の
「
菩

提
心
論
」
の
項
及
び
⑪　

六
四
～
六
六
頁
な
ど
）
の
他
、
覚

鑁
以
前
の
月
輪
観
関
連
の
著
書
の
多
く
が
東
密
系
で
あ
る
こ

と
（
⑫　

七
三
頁
）
な
ど
か
ら
、（
阿
字
観
も
含
め
て
）
台
密
関

係
者
の
例
も
一
覧
に
含
め
た
。
作
者
は
台
密
の
う
ち
、
川
流
の
祖

と
な
る
（
①　

二
二
三
頁
の
「
覚
超
」
の
項
を
参
照
）。

金
葉　

六
四
二

　
　

常
住
心
月
輪
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る�

澄
成
法
師
（
醍
醐
寺
）

　

�

よ
と
と
も
に
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
す
む
月
を
あ
り
と
し
る
こ
そ
は
る
る

な
り
け
れ

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
新
大
系
本
金
葉
集
の
「
人
名
索
引
」
二
六
頁
を

参
照
。

千
載　

一
二
一
八
（
前
参
議
教
長
）

　
　

即
身
成
仏
の
心
を

　

て
る
月
の
心
の
水
に
す
み
ぬ
れ
ば
や
が
て
こ
の
身
に
ひ
か
り
を
ぞ
さ
す

　

＊�『
即
身
成
仏
義
』「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
「
心
水
」
が
見
え
る

（
⑤　

九
頁
を
参
照
）
こ
と
か
ら
、
月
輪
観
を
用
い
た
修
法
関
連

の
歌
と
解
し
た
。
な
お
③
の
「
教
長
」
の
項
（
八
〇
二
頁
）
に
拠

れ
ば
、
作
者
は
出
家
後
高
野
山
へ
入
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
時
期
は
覚
鑁
の
入
定
か
ら
ほ
ぼ
二
十
年
後
と
な
る
。

一
二
二
三

　
　

�

百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
法
文
の
う
た
に
、
五
智
如
来
を
よ

み
侍
り
け
る
に
、
平
等
性
智
の
こ
こ
ろ
を
よ
み
侍
り
け
る�

�

摂
政
右
大
臣

　

�

人
ご
と
に
か
は
る
は
ゆ
め
の
ま
ど
ひ
に
て
さ
む
れ
ば
を
な
じ
こ
こ
ろ

な
り
け
り

　

＊�

次
の
歌
も
含
め
て
九
条
兼
実
の
「
五
智
詠
」
と
な
る
。「
五
智
」

は
密
教
行
者
が
修
行
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
智
体
（
①　

六
二
〇

頁
を
参
照
）
で
あ
る
が
、
本
発
表
で
は
『
菩
提
心
論
』「
三
摩

地
」
や
『
即
身
成
仏
義
』「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
な
ど
の
記
述
と

の
つ
な
が
り
か
ら
、
修
法
に
関
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し

た
。
な
お
兼
実
自
身
は
法
然
に
帰
依
し
て
お
り
、
そ
の
信
仰
は
む

し
ろ
「
天
台
浄
土
教
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
あ
る
が
、
高
野
山
熊
谷

寺
に
「
法
然
と
親
鸞
と
を
伴
っ
て
高
野
山
を
訪
れ
た
」
と
い
う
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
大
師
信
仰
」
を
有
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
り
、
か
つ
は
当
時
の
高
野
山
と
浄
土
教
と
の
関
わ
り



六

（
②　

一
九
一
～
一
九
七
の
「
高
野
山
」
の
項
を
参
照
）
も
考
慮

し
て
一
覧
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
当
時
流
行
し
て
い

た
「
法
数
歌
」（『
岩
波
仏
教
辞
典
』
一
〇
七
九
頁
「
和
歌
と
仏
教
」

の
項
を
参
照
）
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。

新
古
今　

一
九
四
七

　
　

家
に
百
首
歌
よ
み
侍
け
る
時
、
五
智
の
心
を
、
妙
観
察
智

�

入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　

そ
こ
き
よ
く
心
の
水
を
す
ま
さ
ず
は
い
か
が
さ
と
り
の
蓮
を
も
み
ん

　

＊�

九
条
兼
実
の「
五
智
詠
」で
あ
る
。「
心
の
水
」に『
即
身
成
仏
義
』「
心

水
」（
前
掲
）
と
の
つ
な
が
り
を
、「
さ
と
り
の
蓮
」
に
『
菩
提
心
論
』

に
お
け
る
「
妙
観
察
知
」
の
別
名
「
蓮
華
智
」（
⑤　

六
頁
を
参
照
）

と
の
類
似
性
を
認
め
得
る
。

一
九
七
八
（
巻
末
詠
）

　
　

観
心
を
よ
み
侍
り
け
る�
西
行
法
師

　

�

や
み
は
れ
て
心
の
そ
ら
に
す
む
月
は
に
し
の
山
辺
や
ち
か
く
成
る
ら

む

　

＊�

①
の
「
観
心
」
の
項
（
四
〇
四
頁
）
に
「
観
心
明
瞭
な
ら
ざ
れ
ば

即
身
成
仏
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
配
列
上
解
せ

ら
れ
る
「
死
後
の
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
」
で
は
な
く
、
月
輪

観
な
ど
に
よ
る
悟
り
（
＝
即
身
成
仏
）
を
詠
ん
だ
も
の
と
解
し
た
。

新
勅
撰　

五
九
八

　
　

家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
五
智
の
大
円
鏡
智
の
こ
こ
ろ
を

�

後
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　

�

く
も
り
な
く
み
が
き
あ
ら
は
す
さ
と
り
こ
そ
ま
と
か
に
す
め
る
か
が

み
な
り
け
れ

　

＊
九
条
兼
実
の
「
五
智
詠
」
で
あ
る
。

六
一
〇

　
　

如
来
無
辺
誓
願
仕
の
心
を
よ
め
る�

鑁
也
法
師
（
高
野
山
）

　

�

か
ず
し
ら
ぬ
ち
ぢ
の
は
ち
す
に
す
む
月
を
心
の
み
づ
に
う
つ
し
て
ぞ

見
る

　

＊�

詞
書
は
真
言
行
者
の
通
願
た
る
「
五
大
願
」
の
第
四
で
（
①　

六
一
五

頁
の
「
五
大
願
」
の
項
を
参
照
）、
法
会
の
際
に
唱
え
る
。
作
者

に
つ
い
て
は
③
の
「
鑁
也
」
の
項
（
八
二
六
頁
）
を
参
照
。

六
二
四

　
　

�

な
き
人
の
手
に
も
の
か
き
て
と
申
し
け
る
人
に
、
光
明
真
言
を
か

き
て
お
く
り
侍
る
と
て�

高
弁
上
人

　

�

か
き
つ
く
る
あ
と
に
ひ
か
り
の
か
か
や
け
ば
く
ら
き
み
ち
に
も
や
み

は
は
る
ら
む

　

＊�

高
弁
（
明
恵
）
は
華
厳
僧
で
あ
る
が
、
小
野
系
の
勧
修
寺
流
を
受

法
し
て
栂
尾
流
の
祖
と
な
っ
て
お
り
（
①　

五
二
九
～
五
三
〇
頁

の
「
高
弁
」
の
項
を
参
照
）、
著
書
に
『
光
明
真
言
土
砂
勧
信
記
』

（
⑤
所
収
）
も
あ
る
。

続
古
今　

七
五
九
（
前
歌
よ
り
「
だ
い
し
ら
ず
」
と
あ
り
）

�

隆
専
法
師
（
法
流
不
明
）

　

�

さ
と
り
ゆ
く
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
す
む
つ
き
は
い
で
て
い
る
べ
き
や
ま

の
は
も
な
し



七

　

＊�

上
の
句
か
ら
月
輪
観
乃
至
『
菩
提
心
論
』「
三
摩
地
」
を
詠
ん
だ

も
の
と
解
し
た
（
⑤　

五
～
七
頁
を
参
照
）。

七
六
二

　
　

月
の
夜
坐
禅
の
次
に�

太
上
天
皇
（
後
嵯
峨
院　

大
覚
寺
門
跡
）

　

�

な
に
と
か
は
つ
き
や
あ
ら
ぬ
と
た
ど
る
べ
き
わ
が
も
と
の
み
を
お
も

ひ
し
り
な
ば

　

＊�

月
輪
観
と
解
し
た
。
院
と
大
覚
寺
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
②

の
「
寺
院
・
歴
代
一
覧
」
一
四
三
頁
を
参
照
。

続
拾
遺　

一
三
七
一
、一
三
七
二

　
　

�

心
月
輪
の
こ
こ
ろ
を
よ
み
て
心
海
上
人
に
つ
か
は
し
け
る

�

按
察
使
隆
衡

　

�

む
ね
の
う
ち
の
く
も
ら
ぬ
月
に
う
つ
し
て
ぞ
ふ
か
き
み
の
り
を
心
と

は
し
る

　
　

返
し�

心
海
上
人
（
律
僧　

泉
涌
寺
）

　

�

む
ね
の
中
に
す
む
月
か
げ
の
ほ
か
に
又
ふ
か
き
御
法
の
こ
こ
ろ
や
は

あ
る

　

＊�

心
海
に
つ
い
て
は
①
の
一
二
四
五
頁
を
参
照
。
当
時
の
泉
涌
寺
は

台
密
禅
浄
の
四
宗
兼
学
（
①　

一
三
六
九
頁
の
「
泉
涌
寺
」
の
項

を
参
照
）。

一
三
七
六

　
　

本
源
清
浄
大
円
鏡
の
心
を�

法
印
覚
源
（
東
寺
長
者
）

　

�

く
も
り
な
く
心
の
そ
こ
も
う
つ
る
ら
ん
も
と
よ
り
き
よ
き
法
の
か
が

み
は

　

＊�

五
智
の
「
大
円
境
智
」
と
解
し
た
（
⑤
の
『
菩
提
心
論
』
六
頁
な

ど
）。
作
者
に
つ
い
て
は
①
の
二
一
七
頁
を
参
照
。

一
三
七
七

　
　

妙
観
察
智�

法
印
良
覚
（
高
野
山
検
校
）

　

晴
れ
く
も
る
人
の
心
の
う
ち
ま
で
も
空
に
て
ら
し
て
す
め
る
月
か
な

　

＊�「
妙
観
察
知
」
は
「
五
智
」
の
う
ち
西
方
阿
弥
陀
如
来
の
智
を
指
す
。

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
良
覚
」
の
項
（
二
二
七
六
頁
）
か
ら
、『
徒

然
草
』
に
「
堀
池
の
僧
正
」（
③　

一
〇
五
九
頁
の
「
良
覚
」
な
ど
）

と
せ
ら
れ
る
人
物
と
は
別
人
と
解
し
た
。

一
三
七
八

　
　

�

法
印
最
信
（
台
密
）

　

�

お
も
ひ
わ
く
む
つ
の
心
を
は
な
れ
て
は
ま
こ
と
を
さ
と
る
道
や
な
か

ら
ん

　

＊�

前
歌
か
ら
の
配
列
の
他
、「
妙
観
察
智
」
が
五
智
「
九
識
」
の
「
第

六
意
識
」
に
対
応
す
る
こ
と
（
⑬　

七
七
、八
四
頁
を
参
照
）
か
ら
、

「
む
つ
の
心
」
を
「
妙
観
察
知
」
と
み
な
し
た
。
ま
た
作
者
に
つ

い
て
は
④
の
一
八
四
頁
に
「
叡
山
勝
長
寿
院
別
当
法
師
」
と
あ
る

こ
と
に
拠
っ
た
。��

新
後
撰　

六
四
六

　
　

一
流
の
こ
と
を
お
も
ひ
て
よ
み
侍
り
け
る

�
�

権
少
僧
都
道
順
（
東
寺
長
者
）

　

夏
草
の
事
し
げ
き
世
に
ま
よ
ひ
て
も
猶
末
た
の
む
を
の
の
ふ
る
道

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
道
順
」
の
項
（
一
六
五
八
頁
）
を
参
照



八

（
醍
醐
寺
の
報
恩
院
流
）。

六
四
七

　
　

百
首
歌
め
さ
れ
し
次
に
、
釈
教�

太
上
天
皇

　

ま
と
か
な
る
は
つ
き
の
月
の
大
空
に
ひ
か
り
と
な
れ
る
四
方
の
秋
ぎ
り

　

＊�

後
宇
多
院
は
本
集
奏
覧
の
四
年
後
に
出
家
。
五
智
の「
大
円
鏡
智
」

乃
至
月
輪
観
と
解
し
た
。

六
五
三
、六
五
四

　
　

心
月
輪
の
心
を�

小
侍
従

　

�

い
さ
ぎ
よ
く
月
は
心
に
す
む
も
の
と
し
る
こ
そ
や
み
の
は
る
る
な
り

け
れ�

前
大
僧
正
行
尊
（
台
密
）

　

�

く
ら
き
夜
の
ま
よ
ひ
の
雲
の
は
れ
ぬ
れ
ば
し
づ
か
に
す
め
る
月
を
み

る
か
な

　

＊�

行
尊
は
三
井
寺
の
長
吏
で
あ
る
が
、
高
野
山
で
覚
鑁
の
大
伝
法
院

造
立
を
助
け
て
お
り
（
①　

三
〇
一
頁
）、
覚
鑁
に
は
『
一
期
大

要
秘
密
集
』（
⑤
所
収
）
の
ご
と
き
、
月
輪
観
、
阿
字
観
に
つ
い

て
述
べ
た
著
書
が
存
在
す
る
。

六
八
九

　
　

衆
生
無
辺
誓
願
度�

参
議
雅
経
（
在
家　

東
台
の
別
不
明
）

　

�

行
へ
な
き
身
を
う
ぢ
河
の
は
し
ば
し
ら
た
て
て
し
も
の
を
人
わ
た
せ

と
は

　

＊�

詞
書
は
「
五
大
願
」
の
第
一
（
①　

六
一
五
頁
の
「
五
大
願
」
の

項
を
参
照
）。

続
千
載　

九
二
五
（
巻
頭
）

　

�　

�

菩
提
心
論
、
日
日
漸
加
至
十
五
日
円
満
無
碍
の
心
を
よ
ま
せ
給
う

け
る�

法
皇
御
製

　

�

日
に
そ
へ
て
影
は
か
は
れ
ど
大
空
の
月
は
ひ
と
つ
ぞ
す
み
ま
さ
り
け

る

　

＊�「
三
摩
地
」（
⑤　

五
～
七
頁
を
参
照
）
を
詠
ん
だ
も
の
で
、

九
二
六
番
歌
も
含
め
て
、『
菩
提
心
論
』
で
「
不
読
」
と
せ
ら
れ

る
―
行
者
以
外
は
知
り
得
な
い
―
く
だ
り
を
題
材
と
し
て
い
る
。

九
二
六

　
　

三
摩
地
現
前

　

月
の
た
め
な
に
を
い
と
は
ん
雲
霧
も
さ
は
ら
ぬ
影
は
い
つ
も
さ
や
け
し

九
三
二

　
　

妙
観
察
知
の
心
を�

法
印
守
禅
（
法
流
不
明
）

　

霧
晴
れ
て
く
も
ら
ぬ
に
し
の
山
の
は
に
か
か
る
も
き
よ
き
月
の
影
か
な

　

＊��

九
二
五
の
詞
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
『
菩
提
心
論
』
の
「
三
摩
地
」

に
、「
五
智
」
と
月
輪
観
と
を
結
び
つ
け
た
く
だ
り
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
（
⑤　

六
頁
を
参
照
）。

九
三
五
、九
三
六

　
　

�

鳥
羽
院
御
時
、
御
な
で
物
の
鏡
を
給
ひ
て
奏
し
侍
り
け
る

�

覚
鑁
上
人

　

�
ま
す
か
が
み
う
つ
し
お
こ
す
る
す
が
た
を
ば
ま
こ
と
に
三
世
の
仏
と

ぞ
み
る

　
　

御
返
し�

鳥
羽
院
御
製

　

お
し
な
べ
て
誰
も
仏
に
な
り
ぬ
と
は
鏡
の
影
に
け
ふ
こ
そ
は
み
れ



九

　

＊�

①
の
「
御
撫
物
」
の
項
（
一
八
六
頁
）
に
、「
…
祈
祷
の
時
、
単

衣
・
小
袖
・
人
形
・
髻
等
を
加
持
し
て
、
身
を
撫
づ
る
に
擬
す
る

な
り
」と
あ
る
こ
と
に
拠
っ
た
が
、九
三
五
は「
六
大
体
大
」の「
識

大
」
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
⑬　

六
六
～
八
五
頁
を

参
照
）。

九
九
二

　
　

題
し
ら
ず�

前
大
僧
正
禅
助

　

�

お
も
は
ず
よ
か
し
こ
き
代
代
の
法
の
道
お
ろ
か
な
る
身
に
つ
た
ふ
べ

し
と
は

　

＊�

九
九
三
番
歌
も
含
め
て
事
相
伝
授
。
後
宇
多
院
へ
の
広
沢
流
の
伝

授
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
①　

一
三
五
九
頁
の
「
禅
助
」
の
項

を
参
照
）。

九
九
三

　
　

百
首
歌
め
さ
れ
し
次
に�
法
皇
御
製

　

�

た
づ
ね
入
る
う
だ
の
の
風
を
う
け
て
こ
そ
法
を
つ
た
へ
し
宿
は
し
め

け
れ

　

＊�

宇
多
法
皇
が
益
信
か
ら
法
流
を
伝
受
し
て
広
沢
流
が
起
こ
っ
た
旨

を
踏
ま
え
る
と
考
え
ら
れ
る
（
①　

二
一
七
八
～
二
一
七
九
頁
の

「
益
信
」
の
項
を
参
照
）。

九
九
六

　
　

釈
教
歌
に�

法
務
公
紹
（
東
寺
長
者
）

　

�

ま
よ
ひ
こ
し
や
み
の
う
つ
つ
を
な
げ
き
て
も
心
の
月
を
た
の
む
ば
か

り
ぞ

　

＊�「
心
月
輪
」
と
解
し
た
。
作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
公
紹
」
の
項

（
五
一
一
～
五
一
二
頁
）
を
参
照
。

一
〇
〇
四

　
　

百
首
歌
め
さ
れ
し
次
に�

法
皇
御
製

　

�

久
方
の
空
に
月
日
の
め
ぐ
る
こ
そ
ま
ど
ひ
を
て
ら
す
は
じ
め
な
り
け

れ

　

＊�『
菩
提
心
論
』「
三
摩
地
」
に
「
日
月
輪
」
に
関
す
る
記
述
が
あ
る

こ
と
（
⑤　

五
頁
）
か
ら
、
同
集
の
九
二
五
、九
二
六
と
同
様
の

例
と
み
な
し
た
。

続
後
拾
遺　

一
二
九
六

　
　

阿
字
観
を�

前
僧
正
公
朝
（
台
密
）

　

夢
の
中
に
な
に
は
の
事
を
み
つ
れ
ど
も
さ
む
れ
ば
蘆
の
一
夜
な
り
け
り

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
③
の
「
公
朝
」
の
項
（
三
〇
六
頁
）
を
参
照
。

後
拾
遺
一
一
八
八
と
同
様
の
理
由
で
一
覧
に
含
め
た
。

一
三
一
一

　
　

千
首
歌
よ
ま
せ
給
う
け
る
に�

後
宇
多
院
御
製

　

�

心
に
て
や
が
て
心
を
つ
た
ふ
る
ぞ
三
世
に
か
は
ら
ぬ
ま
こ
と
な
り
け

る

　

＊�

事
相
伝
授
（
以
下
三
首
も
同
様
）。「
ま
こ
と
」
は
「
真
言
密
教
」

を
指
す
か
。

一
三
一
二

　
　

題
不
知�

僧
正
道
意
（
東
寺
長
者
）

　

法
の
道
か
か
れ
と
て
こ
そ
伝
へ
し
か
い
の
る
か
ひ
あ
る
御
代
の
行
末



一
〇

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
①
の
「
道
意
」
の
項
（
一
六
四
八
頁
）
に
「
後

宇
多
法
皇
を
拝
し
て
伝
法
職
位
を
承
く
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
三
一
一
番
歌
と
の
内
容
的
な
連
続
性
を
認
め
得
る
。

風
雅　

二
〇
七
二

　
　

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
に
、
雑
歌

�

入
道
二
品
親
王
法
守
（
仁
和
寺
）

　

�

わ
が
う
く
る
御
法
は
つ
ね
の
こ
と
の
は
の
お
よ
ば
ぬ
う
へ
に
と
け
る

な
る
べ
し

　

＊�

作
者
は
禅
助
か
ら
伝
法
灌
頂
を
承
け
て
い
る
（
①　

二
〇
一
〇
～

二
〇
一
一
頁
の
「
法
守
」
の
項
を
参
照
）。

二
〇
八
〇

　
　

釈
教
の
こ
こ
ろ
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る�

後
宇
多
院
御
歌

　

�

心
ざ
し
ふ
か
く
く
み
て
し
ひ
ろ
沢
の
な
が
れ
は
す
ゑ
も
た
え
じ
と
ぞ

思
ふ

　

＊�

後
宇
多
院
は
禅
助
か
ら
広
沢
流
、
醍
醐
寺
の
憲
淳
か
ら
小
野
流
の

伝
法
灌
頂
を
承
け
て
い
る
が
、
院
を
流
祖
と
す
る
大
覚
寺
御
流
は

広
沢
流
の
系
列
に
位
置
付
け
ら
れ
る
（
①　

五
二
二
～
五
二
三
頁

の
「
後
宇
多
法
皇
」
の
項
及
び
一
四
四
〇
頁
の
「
大
覚
寺
御
流
」

の
項
を
参
照
）。

二
〇
九
〇

　
　

�

観
勝
寺
に
て
理
趣
三
昧
お
こ
な
ひ
け
る
道
場
に
、
花
こ
よ
り
紅
葉

の
ち
り
た
り
け
れ
ば
よ
み
侍
り
け
る�

従
二
位
為
子

　

�

法
の
庭
に
ち
ら
す
も
み
じ
は
山
姫
の
そ
む
る
も
ふ
か
き
え
と
や
な
る

ら
む

　

＊�

法
会
関
連
。
観
勝
寺
は
も
と
寺
門
系
で
あ
る
が
、
文
永
五
年
に
こ

れ
を
復
旧
し
た
大
円
（
良
胤
）
が
東
密
（
小
野
系
の
三
宝
院
、
金

剛
王
院
流
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
覧
に
含
め
た
（
①　

四
〇
三
の

「
観
勝
寺
」
の
項
及
び
、②　

七
一
〇
頁
の
「
良
胤
」
の
項
を
参
照
）。

新
千
載　

八
三
五

　
　

大
円
鏡
智
の
心
を�

前
大
僧
正
良
覚
（
台
密
）

　

く
も
ら
ず
よ
花
の
か
げ
み
る
ま
す
鏡
心
の
水
の
波
も
た
た
ね
ば

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
③
の
「
良
覚
」
の
項
（
一
〇
五
九
頁
）
を
参
照

（
続
拾
遺
一
三
七
七
の
良
覚
は
「
検
校
」）。

八
三
九
、八
四
〇

　
　

�

後
二
条
院
か
く
れ
さ
せ
給
う
て
の
比
か
の
水
精
の
御
鏡
を
つ
か
は

さ
れ
て
侍
り
け
る
を
、
七
日
光
明
真
言
法
を
行
ひ
て
か
へ
し
わ
た

し
た
て
ま
つ
る
と
て�

前
大
僧
正
禅
助

　

�

よ
の
つ
ね
の
光
な
ら
ね
ば
ま
す
か
が
み
底
ま
で
す
め
る
さ
と
り
を
ぞ

し
る

　
　

御
返
し�

西
花
門
院

　
�

過
ぎ
き
つ
る
名
残
は
い
と
ど
ま
す
か
が
み
あ
り
と
し
も
な
き
夢
の
面

か
げ

　

＊�「
光
明
真
言
法
」
に
つ
い
て
は
新
勅
撰
六
二
四
を
、「
御
鏡
」
に
つ

い
て
は
続
千
載
九
三
五
、九
三
六
を
参
照
。八
三
九
は「
大
円
鏡
智
」

と
の
関
わ
り
も
考
え
ら
れ
る
。

八
七
四



一
一

　
　

松
風
を
宴
坐
の
友
と
し
郎
月
を
誦
習
の
友
と
し
て
読
み
侍
り
け
る

�

高
弁
上
人

　

心
月
の
す
む
に
無
明
の
雲
は
れ
て
解
脱
の
門
に
松
風
ぞ
吹
く

　

＊
上
の
句
か
ら
月
輪
観
と
解
し
た
。

新
拾
遺　

一
五
〇
五

　
　

�

法
流
の
こ
と
勅
問
に
つ
き
て
奏
し
侍
り
し
時
、
思
ひ
つ
づ
け
侍
り

け
る�

前
僧
正
栄
海
（
勧
修
寺
）

　

�

こ
と
の
は
を
ち
ら
さ
ず
も
が
な
雲
ゐ
ま
で
吹
き
つ
た
へ
た
る
小
野
の

山
風

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
栄
海
」
の
項
（
二
二
一
三
～
二
二
一
四

頁
）
を
参
照
。

一
五
〇
六

　
　

法
界
体
性
智
の
こ
こ
ろ
を�

後
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　

�

お
の
づ
か
ら
法
の
さ
か
ひ
に
い
る
人
は
そ
れ
こ
そ
や
が
て
さ
と
り
な

り
け
り

　

＊�

九
条
兼
実
の
「
五
智
詠
」
で
あ
る
。
な
お
「
法
界
体
性
智
」
は
顕

教
の
「
四
智
」
と
異
な
り
、
密
教
で
の
み
談
ぜ
ら
れ
る
大
日
如
来

の
智
で
あ
る
（
①　

六
二
〇
～
六
二
一
頁
の
「
五
智
」
の
項
を
参

照
）。

一
五
二
〇

　
　

心
月
輪
の
心
を�

前
大
僧
正
良
覚
（
台
密
）

　

身
を
さ
ら
ぬ
心
の
月
の
わ
く
ら
ば
に
す
む
ぞ
悟
の
は
じ
め
な
り
け
る

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
新
千
載
八
三
五
を
参
照
。月
輪
観
と
解
し
得
る
。

一
五
二
一

　
　

菩
提
心
論
の
我
見
自
心
形
如
月
輪
を�

惟
賢
上
人
（
台
密
）

　

よ
そ
に
み
る
影
と
は
い
は
じ
心
に
も
空
に
も
お
な
じ
月
ぞ
い
で
ぬ
る

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
④
の
二
一
二
頁
を
参
照
。
台
密
に
よ
る
『
菩
提

心
論
』
享
受
は
ａ
の
新
拾
遺
一
五
〇
四
を
参
照
。

一
五
二
二

　
　

前
大
僧
正
成
恵
に
法
流
の
こ
と
申
し
お
く
と
て
よ
み
侍
り
け
る

�

権
僧
正
寛
伊

　

憑
む
ぞ
よ
御
法
の
駒
を
す
す
め
て
も
跡
に
ま
よ
ふ
な
を
の
の
ふ
る
道

　

＊�

②
の
「
密
教
系
譜
」（
一
三
〇
頁　

Ｂ
一
八
三
、一
八
四
）
を
確
認

す
る
と
、
作
者
が
小
野
系
の
安
祥
寺
流
の
系
譜
に
属
し
て
お
り
、

か
つ
は
「
成
慧
」
に
法
流
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

新
続
古
今　

八
六
二

　
　

�

元
亨
二
年
四
月
亀
山
殿
に
て
、
人
人
題
を
さ
ぐ
り
て
五
十
首
歌
つ

か
う
ま
つ
り
け
る
に
、
釈
教�

権
僧
正
道
我

　

�

ひ
ろ
沢
の
代
代
の
な
が
れ
を
い
か
に
し
て
せ
ば
き
袖
に
も
う
け
始
め

け
ん

　

＊�

次
の
歌
も
含
め
て
事
相
伝
授
を
詠
ん
だ
歌
と
な
る
。な
お
①
の「
道

我
」
の
項
（
二
三
四
五
頁
）
に
拠
る
と
、
作
者
は
小
野
系
の
勧
修

寺
流
と
随
心
院
流
を
学
ん
だ
他
、
広
沢
流
に
つ
い
て
も
受
法
し
た

と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、「
後
宇
多
法
皇
の
勅
願
に
て
大
覚
寺

内
に
聖
無
動
院
を
創
剏
し
、
東
山
清
閑
寺
を
再
興
す
」
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。



一
二

八
六
三

　
　

�
伝
法
灌
頂
の
後
法
流
の
行
末
な
ど
お
も
ひ
つ
づ
け
て
、
人
の
も
と

へ
申
し
つ
か
は
し
け
る�

権
僧
正
通
助
（
法
流
不
明
）

　

か
か
ぐ
べ
き
末
の
光
を
思
ふ
ぞ
よ
つ
た
へ
し
後
の
法
の
と
も
し
火

　

＊�

八
六
二
番
歌
と
の
内
容
的
な
連
続
性
か
ら
一
覧
に
含
め
る
こ
と
と

し
た
。

ｃ
、
高
野
山
、
大
師
信
仰
関
連
詠
及
び
弘
法
大
師
詠

千
載　

一
二
三
六

　
　

高
野
に
ま
い
り
て
よ
み
侍
け
る�

寂
蓮
法
師

　

暁
を
た
か
の
の
山
に
ま
つ
ほ
ど
や
こ
け
の
し
た
に
も
あ
り
明
の
月

　

＊�

弘
法
大
師
と
の「
龍
華
三
会
」（
①　

二
二
四
一
頁
を
参
照
）を
願
っ

た
歌
と
な
る
。

新
勅
撰　

五
七
四
（
巻
頭
）

　
　

土
佐
国
室
戸
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て�
弘
法
大
師

　

�

法
性
の
む
ろ
と
と
い
へ
ど
わ
が
す
め
ば
う
ゐ
の
浪
風
よ
せ
ぬ
日
ぞ
な

き

　

＊�

①
の
「
最
御
崎
寺
」
の
項
（
二
〇
五
九
頁
）
に
「
大
師
未
だ
近
士

た
り
し
時
求
聞
持
法
を
練
行
し
て
悉
地
を
得
給
ひ
し
所
な
り
」
と

説
明
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
東
密
に
お
け
る
「
法
性
」「
有う

為ゐ

」
は
、

顕
教
や
台
密
な
ど
と
は
異
な
る
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る

（
①　

二
〇
一
四
頁
の
「
法
性
」
及
び
一
一
三
頁
の
「
有
為
無
為
」

の
項
を
参
照
）。

続
後
撰　

六
〇
七

　
　

�

弘
法
大
師
の
法
験
事
、
国
史
に
み
ゆ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
し
る
し
て

と
申
し
け
る
人
に�

中
原
師
光

　

�

あ
し
は
ら
の
し
げ
き
こ
と
の
は
か
き
わ
け
て
の
り
の
み
ち
を
も
け
ふ

見
つ
る
か
な

　

＊
大
師
信
仰
と
解
し
た
。

続
古
今　

七
八
五

　
　

三
会
暁
を
お
も
ひ
て
よ
み
侍
り
け
る

�

法
印
良
覚
（
高
野
山
法
印
）

　

�

か
く
し
つ
つ
な
が
き
ね
ぶ
り
の
さ
め
や
せ
ん
ま
つ
あ
か
つ
き
は
は
る

か
な
れ
ど
も

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
ｂ
の
続
拾
遺
一
三
七
七
を
参
照
。

七
九
六�

　
　

高
野
に
ま
う
で
て
侍
り
け
る
時
、
お
く
の
院
に
て

�

入
道
前
太
政
大
臣
（
西
園
寺
公
経
）

　

�

よ
を
す
て
て
す
ま
れ
ぬ
身
こ
そ
か
な
し
け
れ
か
か
る
み
や
ま
の
あ
と

を
見
な
が
ら

　

＊�

高
野
山
奥
の
院
に
は
大
師
御
廟
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
野
山
、
大

師
信
仰
の
典
型
例
と
み
な
し
得
る
。

続
千
載　

九
二
八

　
　

真
如
法
親
王
お
と
づ
れ
て
侍
り
け
る
返
事
に�

弘
法
大
師

　

�

か
く
ば
か
り
達
磨
を
し
れ
る
君
な
れ
ば
陀
多
謁
多
ま
で
ぞ
い
た
る
な

り
け
り
マ
マ



一
三

　

＊�

四
句
「
陀
多
謁
多
」
は
吉
田
兼
右
筆
本
（
笠
間
書
院
の
影
印　

二
四
三

頁
）、
佛
教
大
学
図
書
館
蔵
本
（
和
泉
書
院
の
影
印　

一
七
二
頁
）

と
も
こ
の
表
記
で
あ
る
が
、「
謁
」を「
掲
」の
誤
写
と
見
る
な
ら
ば
、

『
大
日
経
疏
』巻
一
に
見
え
る「
怛た
だ
ぎ
や
た

他
掲
多
」（
梵
語「
タ
タ
ー
ガ
タ
」）

と
解
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
場
合
は
「
如
来
」
を
意
味
す
る
こ

と
に
な
る
（
⑤　

二
四
及
び
⑦　

二
三
一
～
二
三
三
頁
を
参
照
）。

す
な
わ
ち
「
悟
り
を
得
た
こ
と
で
如
来
の
境
地
ま
で
達
し
た
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
〇
一
五
（
一
〇
一
三
以
降
三
首
「
題
し
ら
ず
」）

�

僧
正
覚
円

　

�

き
え
ぬ
べ
き
法
の
と
も
し
火
み
る
度
に
か
か
ぐ
る
人
の
な
き
ぞ
か
な

し
き

　

＊�

作
者
（
法
性
）
は
①
の
「
法
性
」
の
項
に
拠
る
と
「
高
野
山
八
傑

の
一
」
で
、
大
伝
法
院
方
と
金
剛
峯
寺
方
と
の
争
い
に
関
わ
っ
た

た
め
に
出
雲
に
配
流
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
二
〇
一
四

頁
）、
そ
こ
か
ら
「
高
野
山
の
法
灯
の
絶
え
入
り
そ
う
な
現
状
を

嘆
い
た
歌
」
と
解
し
得
る
。

一
〇
一
六

　
　

弘
安
元
年
百
首
歌
奉
り
け
る
時

�

入
道
二
品
親
王
性
助
（
仁
和
寺
）

　

�

き
え
ぬ
べ
き
法
の
と
も
し
火
か
か
げ
て
も
た
か
の
の
山
の
あ
く
る
を

ぞ
ま
つ

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
性
助
」
の
項
（
一
一
六
一
頁
）
を
参
照
。

一
〇
一
五
番
歌
と
直
接
の
つ
な
が
り
は
な
い
が
、
配
列
か
ら
「
今

に
も
消
え
そ
う
な
高
野
山
の
法
灯
を
掲
げ
、
大
師
と
の
龍
華
三
会

を
待
つ
」
と
い
う
連
続
性
を
認
め
得
る
。

一
〇
一
七

　
　

�

正
和
二
年
、
法
皇
高
野
山
に
御
幸
侍
り
し
時
、
代
代
の
跡
に
こ
え

て
山
の
ほ
ど
御
輿
に
も
め
さ
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
お
も
ひ
つ
づ
け
侍

り
け
る�

僧
正
道
順
（
醍
醐
寺
）

　

�

た
か
の
山
御
ゆ
き
の
跡
は
お
ほ
け
れ
ど
ま
こ
と
の
道
は
い
ま
ぞ
み
え

け
る

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
ｂ
の
新
後
撰
六
四
六
を
、
後
宇
多
院
の
高
野
山

登
山
に
つ
い
て
は
①
の
「
後
宇
多
法
皇
」
及
び
「
高
野
山
」
の
項

（
五
二
二
～
五
二
三
、五
四
八
頁
）
を
参
照
。
配
列
か
ら
「
院
に
よ

る
高
野
山
の
法
灯
の
護
持
を
讃
え
た
歌
」
と
解
し
得
る
。

新
千
載　

九
三
六
、九
三
七

　
　

題
し
ら
ず�

二
品
親
王
寛
尊
（
大
覚
寺
）

　

か
か
げ
お
く
法
の
灯
き
え
ぬ
ま
に
暁
ち
か
く
な
る
が
う
れ
し
さ�

�

中
務
卿
宗
尊
親
王

　

鐘
の
お
と
は
あ
け
ぬ
と
き
け
ど
高
野
山
猶
は
る
か
な
る
暁
の
空

　

＊�「
龍
華
三
会
」
を
願
う
歌
と
な
る
（
以
下
三
首
も
同
様
）。
寛
尊

に
つ
い
て
は
③
の
二
〇
七
頁
の
他
、
②
の
「
寺
院
・
歴
代
一
覧
」

一
四
三
頁
に
大
覚
寺
二
十
五
世
と
し
て
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

新
続
古
今　

八
三
五



一
四

　
　

さ
ぬ
き
の
善
通
寺
に
て
よ
み
侍
り
け
る

�

僧
正
宋
縁
（
法
流
不
明　

新
熊
野
別
当
）

　

�
た
か
の
山
そ
の
あ
か
つ
き
を
契
り
き
て
こ
こ
に
も
お
な
じ
月
や
す
む

ら
ん

　

＊�

①
の
「
善
通
寺
」
の
項
（
一
三
六
三
頁
）
に
「
弘
法
大
師
御
誕
生

所
」と
あ
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
③
の「
宋
縁
」の
項（
五
七
六
頁
）

を
参
照
。

八
七
六

　
　

�

高
野
に
す
み
け
る
比
お
く
の
院
に
ま
う
で
て
、
夜
も
す
が
ら
念
誦

な
ど
し
て
お
も
ひ
つ
づ
け
け
る�

元
可
法
師
（
法
流
不
明
）

　

高
野
山
う
き
世
の
夢
も
さ
め
ぬ
べ
し
そ
の
暁
を
ま
つ
の
嵐
に

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
③
の
「
元
可
」
の
項
（
二
八
二
頁
）
を
参
照
。

新
葉　

六
一
九

　
　

題
し
ら
ず�

二
品
法
親
王
深
勝
（
法
流
不
明
）

　

高
野
山
あ
か
月
と
ほ
く
松
の
戸
に
ひ
か
り
を
の
こ
す
法
の
灯

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
③
の
「
深
勝
」
の
項
（
五
二
八
頁
）
を
参
照
。

ｄ
、
そ
の
他
（
お
も
に
東
密
関
係
者
の
歌
）

金
葉　

六
四
三

　
　

醍
醐
の
桜
会
に
花
の
ち
る
を
見
て
よ
め
る�

珍
海
法
師
母

　

�

け
ふ
も
な
ほ
を
し
み
や
せ
ま
し
の
り
の
た
め
ち
ら
す
は
な
ぞ
と
お
も

ひ
な
さ
ず
は

　

＊�

作
者
の
子
の
珍
海
は
東
大
寺
学
僧
（
華
厳
宗
）
で
、
醍
醐
三
宝
院

定
海
及
び
勧
修
寺
寛
信
か
ら
受
法
（
①　

一
六
一
五
頁
の
「
珍
海
」

の
項
を
参
照
）
し
て
い
る
。
た
だ
し
法
流
に
名
前
は
見
え
な
い
。

千
載　

一
二
二
〇
～
一
二
二
一

　
　

�

冬
の
こ
ろ
、
後
入
道
法
親
王
高
野
に
こ
も
り
て
侍
け
る
に
、
お
く

り
た
ま
う
け
る�

崇
徳
院
御
製

　

�

ふ
る
雪
は
た
に
の
と
ぼ
そ
を
う
づ
む
と
も
み
よ
の
ほ
と
け
の
ひ
や
て

ら
す
ら
ん

　
　

御
返
事�

仁
和
寺
後
入
道
法
親
王
覚
性

　

�

て
ら
す
な
る
み
よ
の
仏
の
あ
さ
ひ
に
は
ふ
る
雪
よ
り
も
つ
み
や
き
ゆ

ら
ん

　

＊�

覚
性
法
親
王
は
仁
和
寺
五
世
で
日
本
総
法
務
初
代
（
①　

二
一
八

～
二
一
九
頁
の
「
覚
性
」
の
項
を
参
照
）。

一
二
三
一

　
　

寿
量
品
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る�

円
位
法
師

　

わ
し
の
山
月
を
い
り
ぬ
と
み
る
人
は
く
ら
き
に
ま
よ
ふ
心
な
り
け
り

　

＊�

山
田
昭
全
「
西
行
の
和
歌
と
仏
教
」（
⑩　

六
三
～
七
五
頁
）
か
ら
、

月
輪
観
の
比
喩
を
用
い
た
一
品
経
歌
と
解
し
た
。

新
古
今　

一
九
二
三

　
　

み
た
け
の
笙
の
い
は
や
に
こ
も
り
て
よ
め
る�

日
蔵
上
人

　

寂
寞
の
こ
け
の
い
は
と
の
し
づ
け
き
に
涙
の
雨
の
ふ
ら
ぬ
日
ぞ
な
き

　

＊�
作
者
は
修
験
僧
で
東
寺
に
て
密
教
を
学
ぶ
。
天
慶
四
年
の
断
食
修

行
を
踏
ま
え
る
か
（
②　

五
四
一
頁
の
「
日
蔵
」
の
項
を
参
照
）。

新
勅
撰　

六
二
五
（
高
弁
上
人
）



一
五

　
　

な
に
ご
と
か
と
申
し
た
り
け
る
人
の
返
ご
と
に
つ
か
は
し
け
る

　

�
き
よ
た
き
や
せ
ぜ
の
い
は
波
た
か
を
山
人
も
あ
ら
し
の
風
ぞ
身
に
し

む

　

＊「
た
か
を
山
」
は
神
護
寺
を
指
す
か
。

続
後
撰　

六
二
二
（
六
一
九
以
降
「
題
し
ら
ず
」）

�

法
務
寛
信

　

�　

�

入
り
ぬ
と
も
お
も
は
ざ
ら
な
ん
月
か
げ
の
わ
し
の
た
か
ね
に
と
ほ

く
て
ら
せ
ば

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
寛
信
」
の
項
（
四
〇
四
頁
）
か
ら
、

小
野
系
の
勧
修
寺
流
の
祖
と
知
ら
れ
る
。
歌
の
趣
向
は
千
載

一
二
三
一
に
近
く
、
月
輪
観
と
法
華
経
と
の
双
方
に
関
わ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
（
寛
信
は
西
行
よ
り
約
三
十
年
長
）。

続
拾
遺　

一
三
七
四

　
　

�

仏
真
法
身
猶
如
虚
空
応
物
現
形
如
水
中
月
と
い
へ
る
心
を�

�

大
僧
正
道
宝
（
東
寺
長
者
）

　

水
の
お
も
に
光
を
わ
け
て
や
ど
る
な
り
お
な
じ
み
空
の
秋
の
よ
の
月

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
一
六
六
七
頁
を
参
照
。
詞
書
は
『
金
剛
明

経
』
に
拠
る
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参

照
）
が
、
内
容
的
に
は
『
大
日
経
』
住
心
品
の
「
水
月
喩
」
に
通

ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
①　

八
五
二
～
八
五
三
頁
の
「
十
縁
生
句
」

の
項
を
参
照
）。

新
後
撰　

六
九
一

　
　

大
日
経
三
三
昧
那
品
、
現
般
涅
槃
成
就
衆
生�

了
然
上
人

　

�

ま
よ
は
じ
な
入
り
ぬ
と
見
ゆ
る
月
も
猶
お
な
じ
空
ゆ
く
か
げ
と
し
り

な
ば

　

＊�

事
相
詠
。
作
者
の
法
流
は
不
明
。
後
宇
多
院
下
命
の
撰
集
で
あ
る

こ
と
か
ら
一
覧
の
ｄ
に
入
れ
た
。

玉
葉　

二
七
〇
三
（
前
歌
よ
り
「
釈
教
の
心
を
」）

�

入
道
二
品
親
王
覚
性

　

�

た
か
せ
舟
く
る
し
き
海
の
く
ら
き
に
も
の
り
し
る
人
は
ま
ど
は
ざ
り

け
り

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
千
載
一
二
二
一
を
参
照
。

二
七
一
七

　
　

�

紀
伊
国
よ
り
の
ぼ
る
と
て
西
寺
の
塔
の
き
り
に
ま
ぎ
れ
て
見
え
た

る
に
、
仏
塔
高
顕
の
か
た
ち
は
衆
生
恋
慕
の
お
も
ひ
を
す
す
め
ん

が
た
め
な
り
と
い
ふ
こ
と
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
渇
仰
の
あ
ま
り
馬

よ
り
お
り
て
瑠
璃
頗
梨
の
池
に
ひ
た
ひ
を
つ
く
る
こ
こ
ち
し
て
な

く
な
く
礼
拝
す
る
に
、
天
竺
に
釈
迦
大
師
因
位
の
時
、
燃
灯
仏
に

あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
泥
に
か
み
を
し
き
て
ふ
ま
せ
た
て
ま
つ
り
給

ひ
し
あ
と
い
ま
に
と
ど
ま
り
て
我
等
が
福
田
な
る
こ
と
お
も
ひ
い

で
ら
れ
て
、
読
み
侍
り
け
る�

高
弁
上
人

　
�

を
が
み
つ
る
し
る
し
や
こ
こ
に
と
ど
ま
ら
む
か
み
を
し
き
て
し
跡
も

き
え
ね
ば

　

＊�
東
密
の
「
西
寺
」
に
つ
い
て
は
①
の
「
西
寺
」
の
項
（
七
五
〇
頁
）

を
参
照
。

二
七
二
二



一
六

　
　

般
若
心
経
の
畢
竟
空
の
心
を　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
為
兼

　
�

む
な
し
き
を
き
は
め
を
は
り
て
そ
の
う
へ
に
よ
を
つ
ね
な
り
と
ま
た

み
つ
る
か
な

　

＊�

岩
佐
美
代
子
氏
が
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て

い
る
こ
と
に
拠
る
（『
京
極
派
和
歌
の
研
究
』
六
四
～
七
〇
頁
）。

二
七
二
六

　
　

�

夜
法
文
を
清
談
す
る
に
、
時
う
つ
り
ゆ
き
て
後
夜
の
か
ね
を
き
き

て
よ
め
る�

　

高
弁
上
人

　

�

の
り
の
こ
ゑ
に
き
き
ぞ
わ
か
れ
ぬ
な
が
き
夜
の
ね
ぶ
り
を
さ
ま
す
あ

か
つ
き
の
か
ね

　

＊
三
句
以
降
は
「
龍
華
三
会
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

続
千
載　

九
三
四

　
　

大
日
経
成
就
悉
地
品
、
無
垢
妙
清
浄
円
鏡
常
現
前�

了
然
上
人

　

�

く
も
り
な
く
い
に
し
へ
い
ま
を
へ
だ
て
ぬ
は
こ
こ
ろ
に
み
が
く
か
が

み
な
り
け
り

　

＊
新
後
撰
六
九
一
と
同
様
の
理
由
で
一
覧
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。

九
三
七
、九
三
八

　
　

真
言
院
の
花
を
御
覧
じ
て�

法
皇
御
製
（
後
宇
多
院
）

　

�

み
つ
の
世
に
つ
ね
に
す
む
べ
き
こ
と
わ
り
は
ち
ら
ぬ
さ
く
ら
の
色
ぞ

み
せ
け
る

　
　

御
返
し�

前
大
僧
正
禅
助

　

み
つ
の
よ
に
ち
る
も
ち
ら
ぬ
も
九
重
の
は
な
の
色
を
ば
君
ぞ
み
る
べ
き

　

＊�

①
の
「
真
言
院
」
の
項
（
一
二
六
三
頁
）
に
は
「
宮
中
後
七
日
御

修
法
奉
修
の
道
場
」
と
あ
る
。

九
四
五

　
　

信
解
品
、
譬
如
童
子
幼
稚
無
識
の
心
を�

法
印
定
為
（
醍
醐
寺
）

　

�

し
ら
で
こ
そ
む
す
び
お
き
け
め
あ
げ
ま
き
の
い
と
け
な
か
り
し
ほ
ど

の
契
を

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
③
の
「
定
為
」
の
項
（
四
八
二
頁
）
を
、
東
密

に
お
け
る
法
華
経
重
視
に
関
し
て
は
②
の
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
項

（
六
六
一
～
六
六
二
頁
）
を
参
照
。

九
七
二

　
　

�

性
助
法
親
王
か
く
れ
て
侍
り
け
る
比
、
法
眼
行
済
法
花
経
を
か
き

て
供
養
せ
さ
せ
侍
り
け
る
に�

前
大
僧
正
禅
助

　

�

さ
こ
そ
げ
に
う
つ
す
ひ
か
り
も
て
ら
す
ら
め
御
法
の
は
な
の
さ
と
り

ひ
ら
け
て

　

＊�

性
助
法
親
王
は
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
十
二
月
十
九
日
寂
（
①

一
一
六
一
頁
の
「
性
助
」
の
項
を
参
照
）。

九
八
六

　
　

�

法
印
聖
覚
説
法
し
侍
り
け
る
に
、
銀
に
て
蓮
の
葉
を
つ
く
り
て
水

精
念
珠
を
お
き
て
つ
か
は
し
け
る�

前
権
僧
正
成
賢

　
�

極
楽
の
は
ち
す
の
う
へ
に
お
く
露
を
わ
が
身
の
玉
と
お
も
は
ま
し
か

ば

　

＊�
聖
覚
は
浄
土
系
の
天
台
僧
（『
岩
波
仏
教
辞
典
』
五
九
六
頁
）。
成

賢
は
醍
醐
寺
座
主
で
、
①
の
「
成
賢
」
の
項
（
一
三
三
〇
頁
）
に

は
作
者
が
浄
土
信
仰
に
傾
倒
し
て
い
た
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
。



一
七

九
九
一

　
　

�
円
宗
寺
法
華
会
お
こ
し
お
こ
な
は
れ
け
る
に
ま
ゐ
り
て
、
雪
の
い

た
く
ふ
り
侍
り
け
れ
ば�

権
律
師
定
海

　

お
も
ひ
き
や
庭
の
白
雪
ふ
み
分
け
て
た
え
に
し
道
の
跡
つ
け
ん
と
は

　

＊�

作
者
は
四
十
代
東
寺
長
者
で
、
小
野
系
の
三
宝
院
流
の
祖
（
①　

一
一
一
八
頁
の
「
定
海
」
の
項
を
参
照
）。

一
〇
一
八
、一
〇
一
九

　
　

い
か
な
る
を
り
に
か
申
し
つ
か
は
し
け
る�

覚
鑁
上
人
母

　

�

そ
こ
き
よ
き
心
の
水
の
す
み
け
れ
ば
な
が
る
る
す
ゑ
も
に
し
へ
こ
そ

ゆ
け

　
　

返
し�

覚
鑁
上
人

　

�

の
り
つ
め
る
人
を
し
わ
た
す
舟
な
れ
ば
に
し
の
な
が
れ
に
さ
を
や
さ

す
ら
ん

　

＊�

覚
鑁
に
は
密
教
と
浄
土
教
と
を
融
合
し
た
「
秘
密
念
仏
」
が
あ
る

（
②　

五
八
三
頁
の
「
秘
密
念
仏
」
の
項
を
参
照
）。

一
〇
二
七

　
　

高
野
の
庵
室
の
ま
へ
に
、
藤
の
花
の
さ
き
た
る
を
み
て

�

二
品
法
親
王
覚
法

　

藤
の
花
わ
が
ま
つ
雲
の
色
な
れ
ば
心
に
か
け
て
け
ふ
も
な
が
め
つ

　

＊�

作
者
は
仁
和
寺
四
代
門
跡
で
仁
和
御
流
の
祖
で
も
あ
り
、
大
知
四

年
に
は
高
野
山
に
上
っ
て
も
い
る
（
①　

二
二
七
頁
の
「
覚
法
」

の
項
を
参
照
）。「
高
野
」
を
高
野
山
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
高

野
山
に
紫
雲
（
＝
聖
衆
来
迎
）」
を
見
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

当
時
の
「
高
野
浄
土
」
思
想
を
反
映
し
た
歌
と
み
な
す
こ
と
も
で

き
る
（
②　

一
九
一
～
一
九
七
頁
の
「
高
野
山
」
の
項
を
参
照
）。

一
〇
二
八
、一
〇
二
九

　
　

�

覚
性
法
親
王
、
観
音
を
紫
雲
に
の
せ
た
て
ま
つ
り
て
、
そ
の
心
を

歌
に
よ
む
べ
き
よ
し
申
し
つ
か
は
し
て
侍
り
け
る
に
よ
み
け
る

�

基
俊

　

紫
の
雲
の
お
り
ゐ
る
山
里
に
こ
こ
ろ
の
月
や
へ
だ
て
な
か
ら
ん

　
　

返
し�

入
道
二
品
親
王
覚
性

　

へ
だ
て
な
き
心
の
月
は
紫
の
雲
と
と
も
に
ぞ
に
し
へ
行
き
け
る

　

＊�

覚
性
に
つ
い
て
は
千
載
一
二
二
一
を
参
照
。
西
方
浄
土
を
詠
ん

だ
贈
答
と
な
る
が
、「
心
月
輪
」
を
含
む
こ
と
か
ら
、
覚
性
よ
り

三
十
ほ
ど
年
長
の
覚
鑁
の
秘
密
念
仏
思
想
と
の
関
わ
り
も
考
え
ら

れ
る
（
⑤
の
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
一
頁
な
ど
を
参
照
）。

続
後
拾
遺　

一
二
九
三
（
前
歌
よ
り
「
釈
教
歌
と
て
」
と
あ
り
）

�

法
印
道
我

　

尋
ね
き
て
花
さ
く
そ
の
に
入
り
し
よ
り
お
な
じ
に
ほ
ひ
の
春
風
ぞ
吹
く

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
ａ
の
続
千
載
九
三
九
を
参
照
。

一
二
九
七

　
　

不
妄
語
戒
を�

権
僧
正
聖
尊
（
醍
醐
寺
）

　

津
の
国
の
な
に
は
の
事
も
偽
は
の
ち
の
世
か
け
て
あ
し
と
こ
そ
き
け

　

＊�
作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
聖
尊
」
の
項
（
一
一
八
〇
頁
）
を
参
照
。

一
三
〇
四

　
　

金
剛
般
若
経
、
如
来
者
無
所
従
来
亦
無
所
去
と
い
へ
る
心
を



一
八

�

法
印
守
禅
（
法
流
不
明
）

　

出
づ
る
と
も
入
る
と
も
み
え
て
足
引
の
山
の
を
の
へ
に
す
め
る
月
影

　

＊
続
千
載
九
三
二
と
の
関
連
か
ら
採
り
上
げ
た
。

風
雅　

二
〇
六
八

　
　

未
得
真
覚
処
夢
中
と
い
ふ
事
を
よ
め
る�

�

寛
胤
法
親
王
（
勧
修
寺
）

　

�

な
が
き
夜
の
や
み
の
う
つ
つ
に
ま
よ
ふ
か
な
夢
を
夢
と
も
し
ら
ぬ
こ

こ
ろ
に

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
寛
胤
」
の
項
（
三
七
八
～
三
七
九
頁
）

を
参
照
。
詞
書
は
『
成
唯
識
論
』
に
見
え
る
（
大
正
新
脩
大
蔵
経

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
）。

新
千
載　

八
二
一

　
　

尺
教
の
歌
と
て
よ
め
る�

入
道
二
品
親
王
法
守
（
仁
和
寺
）

　

�

六
の
道
三
の
さ
か
ひ
に
ま
よ
ひ
き
て
な
が
き
ね
ぶ
り
の
さ
め
ぬ
か
な

し
さ

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
ｂ
の
風
雅
二
〇
七
二
を
参
照
。

八
三
三

　
　

尺
尊
一
代
の
説
教
を
阿
難
の
結
集
し
た
ま
へ
る
事
を
思
ひ
て

�

権
少
僧
都
寛
耀

　

か
れ
は
て
し
鶴
の
林
の
か
た
み
と
や
法
の
こ
と
の
は
ひ
ろ
ひ
置
き
け
ん

　

＊
作
者
は
神
護
寺
僧
か
（
④　

一
七
八
頁
を
参
照
）。

八
五
三

　
　

如
是
体
を�

入
道
二
品
親
王
法
守

　

あ
り
な
し
の
二
の
道
に
と
ど
ま
ら
ぬ
法
や
ま
こ
と
の
す
が
た
な
る
ら
ん

　

＊
同
集
八
二
一
を
参
照
。

八
五
九

　
　

仁
王
経
奉
持
品
智
恵
如
密
雲
遍
満
於
法
界
の
心
を�

法
印
定
為

　

大
空
に
さ
と
り
の
雲
や
み
ち
ぬ
ら
ん
よ
も
に
御
法
の
雨
ぞ
あ
ま
ね
き

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
続
千
載
九
四
五
を
参
照
。

八
六
七

　
　

法
務
寛
信
も
と
へ
申
し
お
く
り
け
る�

藤
原
基
俊

　

�

月
影
の
か
さ
な
る
山
へ
入
り
ぬ
れ
ば
い
ま
は
た
と
へ
し
あ
ふ
ぎ
を
ぞ

思
ふ

　

＊
寛
信
に
つ
い
て
は
続
後
撰
六
二
二
を
参
照
。

八
八
〇

　
　

元
享
三
年
八
月
十
五
夜
月
五
十
首
歌
め
さ
れ
け
る
次
に

�

後
宇
多
院
御
製

　

�

た
づ
ぬ
べ
き
か
た
こ
そ
な
け
れ
胸
の
内
の
月
の
都
に
い
つ
も
す
む
身

は

　

＊�

述
懐
と
見
て
ｄ
に
分
類
し
た
が
、「
心
月
輪
」
と
の
関
わ
り
も
考

え
ら
れ
る
。

八
八
八

　
　

寄
月
尺
教
と
い
へ
る
こ
と
を�

入
道
二
品
親
王
性
助
（
仁
和
寺
）

　

�

に
し
へ
行
く
月
に
ち
ぎ
り
を
む
す
び
て
も
心
に
か
か
る
む
ら
さ
き
の

雲

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
ｃ
の
続
千
載
一
〇
一
六
を
参
照
。
西
方
浄
土
を



一
九

詠
ん
だ
歌
と
み
な
し
得
る
が
、「
月
」「
心
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

月
輪
観
と
絡
め
た
秘
密
念
仏
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

八
九
二

　
　

�

て
な
ら
し
け
る
わ
ら
は
の
身
ま
か
り
に
け
る
一
廻
に
、
阿
弥
陀
経

諸
上
善
人
倶
会
一
処
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る�

法
印
定
為

　

ち
か
ひ
お
く
お
な
じ
蓮
の
台
こ
そ
残
る
う
き
身
の
た
の
み
な
り
け
れ

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
続
千
載
九
四
五
を
参
照
。

八
九
三

　
　

如
来
浄
花
衆
生
覚
花
化
生
の
こ
こ
ろ
を�

法
眼
行
済

　

露
の
身
の
お
き
所
と
て
た
の
む
か
な
さ
と
り
ひ
ら
け
し
花
の
台
を

　

＊�

③
の
「
行
済
」
の
項
（
二
三
〇
～
二
三
一
頁
）
に
「
仁
和
寺
法
眼
」

と
あ
る
こ
と
に
拠
っ
た
。
詞
書
は
浄
土
系
の
『
安
養
抄
』
に
見
え

る
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
）。

新
拾
遺　

�

一
四
八
六

　
　

釈
教
の
御
歌
の
中
に�

後
宇
多
院
御
製

　

梅
の
花
み
よ
の
仏
の
為
に
と
て
を
り
つ
る
袖
ぞ
人
な
と
が
め
そ

新
後
拾
遺　

一
四
八
一

　
　

化
城
喩
品
の
心
を�

前
大
僧
正
頼
仲
（
法
流
不
明
）

　

�

う
か
れ
た
る
我
が
身
よ
い
か
で
ふ
る
郷
に
旅
と
思
は
で
住
み
さ
だ
む

べ
き

　

＊�

④
の
二
〇
九
頁
で
作
者
を
「
若
宮
別
当
」
と
し
て
お
り
、
か
つ

は
「
若
宮
」（
＝
鶴
岡
八
幡
宮
）
の
別
当
職
が
東
密
で
あ
る
こ
と

（
①　

一
九
七
二
～
一
九
七
三
頁
の
「
別
当
」
の
項
を
参
照
）
か

ら
採
り
上
げ
た
。

新
続
古
今　

八
三
九

　
　

�

元
亨
三
年
七
月
亀
山
殿
に
て
、
人
人
題
を
さ
ぐ
り
て
七
百
首
歌
つ

か
う
ま
つ
り
け
る
に
、
不
説
四
衆
過
罪
戒
の
心
を

�

権
僧
正
道
我

　

こ
と
の
葉
を
よ
そ
に
も
ら
す
な
吹
く
風
は
四
方
の
梢
を
猶
さ
そ
ふ
と
も

　

＊
作
者
に
つ
い
て
は
ａ
の
続
千
載
九
三
九
を
参
照
。

八
四
六

　
　

�

瑞
雲
院
贈
左
大
臣
遠
忌
に
、法
花
経
の
料
紙
の
た
め
に
品
品
の
歌
、

崇
賢
門
院
す
す
め
さ
せ
給
う
け
る
に
、
譬
喩
品
の
こ
こ
ろ
を

�

入
道
一
品
親
王
永
助
（
仁
和
寺
）

　

と
に
か
く
に
三
の
車
の
わ
か
れ
て
も
ひ
と
つ
道
に
や
め
ぐ
り
あ
ふ
ら
む

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
永
助
」
の
項
（
一
三
九
頁
）
を
参
照
。

八
四
九

　
　

�

三
世
の
報
を
観
ず
る
に
、
た
だ
一
夜
の
夢
の
ご
と
し
、
い
よ
い
よ

身
の
う
へ
の
浮
生
を
か
な
し
ぶ
よ
し
慶
政
上
人
の
も
と
に
申
し
つ

か
は
す
と
て�

二
品
法
親
王
道
深
（
仁
和
寺
）

　
�

う
つ
つ
と
も
い
と
ど
た
の
ま
じ
年
月
の
過
ぎ
に
し
か
た
は
夢
と
な
る

世
に

　

＊�
作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
道
深
」
の
項
（
一
六
六
二
頁
）
を
参
照
。

ま
た
③
の
「
慶
政
」
の
項
（
二
七
八
頁
）
か
ら
慶
政
が
寺
門
僧
で

あ
る
と
知
ら
れ
る
。

八
五
一



二
〇

　
　

�

上
覚
上
人
の
も
と
よ
り
、
み
る
事
は
み
な
つ
ね
な
ら
ぬ
う
き
世
か

な
夢
か
と
み
ゆ
る
ほ
ど
の
は
か
な
さ
、
と
申
し
た
り
け
る
返
事
に���

�

高
弁
上
人

　

�

な
が
き
夜
の
夢
を
ゆ
め
ぞ
と
し
る
君
や
さ
め
て
ま
よ
へ
る
人
を
た
す

け
ん

　

＊�

上
覚（
行
慈
）は
高
弁
の
叔
父（
③　

二
七
八
、四
八
三
頁
の「
慶
政
」

「
上
覚
」
の
項
を
参
照
）
で
、仁
和
御
流
を
高
弁
に
伝
え
て
い
る
（
②

の
「
密
教
系
譜
」
一
三
三
頁　

Ｃ
―
三
一
を
参
照
）。

八
五
二

　
　

�

前
中
納
言
定
嗣
経
文
歌
す
す
め
侍
り
け
る
に
、
金
光
明
経
懴
悔
品

を
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る�
僧
正
実
瑜
（
東
寺
長
者
）

　

�

夢
の
う
ち
に
て
ら
す
光
の
な
か
り
せ
ば
う
き
世
の
や
み
の
い
つ
か
は

る
べ
き

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
実
瑜
」
の
項
（
一
〇
〇
六
頁
）
を
参
照
。

八
七
二

　
　

題
し
ら
ず�

前
大
僧
正
杲
守
（
石
山
寺
座
主
）

　

�

さ
と
り
え
ぬ
心
の
や
み
の
う
つ
つ
こ
そ
夢
に
ま
さ
れ
る
ま
よ
ひ
な
り

け
れ

　

＊�

作
者
に
つ
い
て
は
①
の
「
杲
守
」
の
項
（
五
一
〇
頁
）
を
参
照
。

新
葉　

六
一
六

　
　

�

後
村
上
院
第
三
年
の
御
仏
事
の
次
に
よ
み
お
か
せ
給
け
る
短
冊
を

つ
が
れ
う
ら
に
宸
筆
に
て
御
経
か
か
せ
給
た
り
け
る
供
養
の
導
師

つ
か
う
ま
つ
る
と
て
お
も
ひ
つ
づ
け
け
る�

前
大
僧
正
頼
意

　

か
き
お
き
し
昔
の
春
の
こ
と
の
葉
に
御
の
り
の
花
を
け
ふ
は
そ
へ
つ
つ

　

＊�

②
の
「
寺
院
・
歴
代
一
覧
」
一
四
〇
頁
か
ら
、
作
者
が
一
三
一
代

東
寺
長
者
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。

六
二
〇

�

前
大
僧
正
頼
意

　

つ
た
へ
こ
し
法
の
灯
か
か
げ
て
や
あ
き
ら
け
き
世
を
猶
い
の
ら
ま
し

　

＊
前
歌
を
参
照
。


